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(54)【発明の名称】 メモリ性液晶表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  メモリ性液晶を含む液晶パネルが複数積層さ
れた液晶表示装置において、表示データ書き込み時の見
苦しさを低減するとともに駆動回路を安価にする。
【解決手段】  液晶パネル１における行電極を駆動する
行ドライバ２１の駆動方向を、液晶パネル２における行
電極を駆動する行ドライバ２２の駆動方向と逆にし、行
ドライバ２１と行ドライバ２２との駆動信号出力配列に
おける最初の駆動信号出力からｍ個の駆動信号出力およ
び最後の駆動信号出力からｍ個の駆動信号出力を行電極
の駆動に使用しないように構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数の行電極と複数の列電極との間にメモ
リ性液晶が備えられた液晶パネルが複数積層された液晶
表示装置の駆動方法において、それぞれの液晶パネルの
行電極よりも多い駆動信号出力数を有する行ドライバに
よって液晶パネルを線順次に駆動し、一の層の液晶パネ
ルにおける行電極を駆動する一の行ドライバの駆動方向
を、一の層の液晶パネルの次層の液晶パネルにおける行
電極を駆動する他の行ドライバの駆動方向と逆にし、一
の行ドライバと他の行ドライバとの駆動信号出力配列に
おける最初の駆動信号出力から所定数の駆動信号出力お
よび最後の駆動信号出力から所定数の駆動信号出力を行
電極の駆動に使用せず、最初の駆動信号出力からの所定
数と最後の駆動信号出力からの所定数とを同じ数にする
ことを特徴とするメモリ性液晶表示装置の駆動方法。
【請求項２】一の行ドライバと他の行ドライバとに、同
一の駆動開始タイミングを示す信号および駆動信号出力
の切替を示す信号を入力する請求項１に記載のメモリ性
液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】一の層の液晶パネルにおける列電極を駆動
する列ドライバへのデータ信号と、一の層の液晶パネル
の次層の液晶パネルにおける列電極を駆動する列ドライ
バへのデータ信号とを、１つのデータ信号出力部から供
給する請求項１または２に記載のメモリ性液晶表示装置
の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、メモリ性液晶が備
えられた液晶表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶ディスプレイの明るさを制限する偏
光板を用いず、高精細化しても表示品位が低下しない液
晶ディスプレイとして、コレステリック液晶またはカイ
ラルネマチック液晶と呼ばれるメモリ性液晶を用いた液
晶ディスプレイが提案されている。カイラルネマチック
液晶は、ネマチック液晶と光学活性物質を混合して製造
される。カイラルネマチック液晶を一対の平行した基板
間に挟持し、液晶のディレクタが一定周期毎に回転する
ねじれ構造のねじれの中心軸（ヘリカル軸と呼ぶ。）が
基板に対して平均的に垂直方向になるように配列させる
とき、そのねじれの向きに対応した円偏光を反射する。
反射する光の中心波長は、基板面に平行な液晶のディレ
クタがそのねじれによって１回転する間のヘリカル軸上
の距離（ヘリカルピッチと呼ぶ。）とネマチック液晶の
基板面に対して平行な２次元面での平均屈折率の積にな
る。
【０００３】カイラルネマチック液晶がそのヘリカルピ
ッチと液晶の屈折率により特定の波長の円偏光を反射す
る現象を選択反射と呼んでいる。選択反射を示す液晶配
列においても、ヘリカル軸がほぼ完全に基板面に対して
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垂直となる場合（完全プレナーと呼ぶ。）と、複数に分
かれた液晶ドメインのヘリカル軸の平均的な方向が基板
面に対してほぼ垂直となる場合（不完全プレナーまたは
単にプレナー）とがあり、完全プレナーの液晶配列とプ
レナーの液晶配列とでは異なった反射挙動を示す。完全
プレナー配列では入射光に対する正規反射が大きく、特
定の視角において極めて高い反射を示す。プレナー配列
においては、正規反射は相対的に小さく比較的広い視角
において高い反射挙動を示す。
【０００４】カイラルネマチック液晶は、上記の配列と
は別の液晶配列として複数の液晶ドメインのヘリカル軸
が基板に対してランダム方向または非垂直方向に配列し
ている配列（フォーカルコニックと呼ぶ。）をとること
もできる。フォーカルコニックでは、多くの液晶では全
体として弱い散乱状態を示し、選択反射のように特定の
波長の光を反射することはない。
【０００５】この２つの状態（プレナーとフォーカルコ
ニック）は電界が印加されていないときでも安定であ
る、従って、その性質を利用して、例えば明状態である
プレナーと、外光が入射する側とは反対側の基板に吸収
層を設けることよって、プレナーとフォーカルコニック
の２状態を利用してメモリ型の液晶表示装置（メモリ性
液晶表示装置）を実現できる。プレナーまたは完全プレ
ナーの選択反射は偏光板を用いないため明るく、さらに
プレナーでは視野角も広い。
【０００６】カイラルネマチック液晶では、一連の印加
電圧波形の実効値が直接電圧消去後の状態を決定するの
ではなく、電圧消去後の表示は、直前に印加された電圧
パルスの印加時間および振幅値に依存する。従って、メ
モリ性液晶表示装置は、ＳＴＮ素子を用いた液晶表示装
置などのように、常時電圧を印加して表示を保持する必
要もなく、さらに高精細化に伴う走査電極数の増加によ
って駆動電圧が増加することもない。
【０００７】上記のように、カイラルネマチック液晶は
選択反射を示す状態と散乱状態を示す状態との２つの安
定状態を有するので、カイラルネマチック液晶を含む同
一構成の液晶パネルを２枚積層することによって、４色
のマルチカラー表示が可能なメモリ性液晶表示装置を実
現できる。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】一般に、複数の行電極
および複数の列電極とを含む液晶パネルを駆動するため
の行ドライバ、列ドライバおよびコントローラはそれぞ
れＬＳＩ化され、行ドライバおよび列ドライバは、例え
ばＴＡＢ（Tape Automated Bonding ）技術によって液
晶パネルに実装される。行ドライバおよび列ドライバは
液晶パネルの裏面に設置される印刷配線板に搭載された
コントローラに接続される。図５は、液晶パネル１，２
の積層方法および走査方向を示す説明図である。図５の
（Ａ）に示すように、液晶パネル１は、行ドライバ２１
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および列ドライバ３１を含む。液晶パネル２は、行ドラ
イバ２２および列ドライバ３２を含む。
【０００９】２つの液晶パネル１，２を積層する場合、
それぞれの行ドライバ搭載部２３，２４の位置が一致
し、それぞれの列ドライバ搭載部３３，３４の位置が一
致するように積層すると、印刷配線板において、行ドラ
イバ搭載部２３が接続される部分と行ドライバ搭載部２
４が接続される部分とが重なってしまう。また、列ドラ
イバ搭載部３３が接続される部分と列ドライバ搭載部３
４が接続される部分とが重なってしまう。その結果、行
ドライバ２１，２２と列ドライバ３１，３２とを印刷配
線板に接続できなくなってしまう。なお、図５の（Ａ）
において、ｃおよびｄで表される位置が同位置になるよ
うに液晶パネル１，２が積層される。
【００１０】また、行ドライバ、列ドライバおよびコン
トローラが１チップでＬＳＩ化されている場合には、そ
のＬＳＩは液晶パネルの裏面に設置される印刷配線板に
搭載され、液晶パネルは行ドライバ接続部と列ドライバ
接続部とを含む。その場合でも、２つの液晶パネルを積
層する場合、それぞれの行ドライバ接続部の位置が一致
しそれぞれの列ドライバ接続部の位置が一致するように
積層すると、行ドライバ接続部および列ドライバ接続部
が重なってしまう。その結果、行ドライバ接続部と列ド
ライバ接続部とを印刷配線板に接続することが困難にな
る。
【００１１】液晶パネル１の行ドライバ搭載部２３の形
状と液晶パネル２の行ドライバ搭載部２４の形状とを変
え、かつ、液晶パネル１の列ドライバ搭載部３３の形状
と液晶パネル２の列ドライバ搭載部３４の形状とを変え
れば、液晶パネル１，２を積層したときに、それぞれの
行ドライバ搭載部２３，２４の位置が一致せず、また、
列ドライバ搭載部３３，３４の位置が一致しないように
することができる。しかし、そのようにした場合には、
２つの異なる形状の液晶パネル１，２を作成しなければ
ならない。
【００１２】そこで、同一形状の液晶パネル１，２を用
いる場合には、図５の（Ｂ）に示すように、一方の液晶
パネル１を他方の液晶パネル２に対して１８０゜回転さ
せて積層しなければならない。しかし、行ドライバ２
１，２２は第１行から最終行に向かって順に駆動信号を
出力するように構成されている。従って、そのような積
層状態で両方の液晶パネル１，２に実装されている行ド
ライバ２１，２２にコントローラから同一の制御信号が
供給されると、図５の（Ｃ）に示すように、一方の液晶
パネル１の走査方向と他方の液晶パネル２の走査方向が
逆になってしまう。すると、表示データを書き込むとき
に、例えば、一方の液晶パネル１において上から下に向
かって表示が現れるのに対して、他方の液晶パネル２に
おいて下から上に向かって表示が現れる。その結果、表
示データ書き込み時の表示が見苦しくなる。なお、図５
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において、黒丸印および白丸印は、液晶パネル１，２の
第１行を示す。
【００１３】表示データ書き込み時の表示が見苦しくな
いようにするために、一方の液晶パネル１のある行に表
示データが書き込まれているときに他方の液晶パネル２
の同一行にデータが書き込まれるようにすることが望ま
しい。行ドライバ２１と行ドライバ２２とを、独立した
コントローラによって制御するように構成すれば、両方
の液晶パネル１，２における任意の時点で走査される行
電極の位置を一致させることは可能である。しかし、そ
のような構成では、行ドライバ２１に対応したコントロ
ーラと行ドライバ２２に対応したコントローラとを設置
しなければならず、駆動回路が高価になってしまうとい
う課題がある。
【００１４】一般に、行ドライバ２１，２２は、最終行
から第１行に向かって順に駆動信号を出力する機能も備
えている。よって、他方の液晶パネル２に実装されてい
る行ドライバ２２を最終行から第１行に向かって順に駆
動信号を出力するように設定すれば、１つのコントロー
ラによって行ドライバ２１，２２を制御しても、両方の
液晶パネル１，２における走査方向は一致する。しか
し、行ドライバ２１，２２の駆動信号出力数が液晶パネ
ル１，２の行電極数よりも多いと、両方の液晶パネル
１，２における走査方向は一致するが、任意の時点で走
査される行電極の位置は一致せず、やはり、表示データ
書き込み時の表示が見苦しくなるという課題がある。
【００１５】図６は、行ドライバ２１，２２の駆動信号
出力数が２４０であって、液晶パネル１，２の行電極数
が２００の場合の液晶パネル１，２の走査の仕方を示す
説明図である。なお、液晶パネル１と液晶パネル２は、
同一構成であるとする。すなわち、液晶パネル１の行ド
ライバ２１の駆動信号出力と行電極との接続の仕方と、
液晶パネル２の行ドライバ２２の駆動信号出力と行電極
との接続の仕方とは同じである。例えば、行ドライバ２
１，２２の駆動信号配列における１番目の駆動信号出力
が第１行の行電極と接続され、行ドライバ２１，２２の
２００番目の駆動信号出力が第２００行の行電極と接続
されている。行ドライバ２１，２２の２０１～２４０番
目の駆動信号出力はいずれの行電極とも接続されていな
い。
【００１６】なお、液晶パネル１の列ドライバ３１のデ
ータ信号出力と列電極との接続の仕方と、液晶パネル２
の列ドライバ３２のデータ信号出力と列電極との接続の
仕方とは同じである。例えば、両方の液晶パネル１，２
において、列ドライバ３１，３２の駆動信号配列におけ
る１番目の駆動信号出力が第１列の列電極と接続され、
以下、順に列ドライバ３１，３２の駆動信号配列におけ
る次番目の駆動信号出力が次列の列電極と接続されてい
る。
【００１７】図６において、ａは１フレームの駆動開始
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時点を示し、ｂは１フレームの駆動終了時点を示す。液
晶パネル２の行ドライバ２２は最終の駆動信号出力（２
４０番目の駆動信号出力）が最初に出力されるので、図
６に示すように、両方の液晶パネル１，２における任意
の時点で走査される行電極の位置は一致しない。よっ
て、表示データの書き込み時に、上下の液晶パネル１，
２の表示の更新のされ方にずれが生じ、表示データ書き
込み時の表示が見苦しくなる。
【００１８】本発明は、上記のような課題を解決するた
めの発明であって、メモリ性液晶が備えられた液晶パネ
ルが複数積層された液晶表示装置において、表示データ
書き込み時の見苦しさを低減することができるとともに
駆動回路を安価に構成することができるメモリ性液晶表
示装置の駆動方法を提供することを目的とする。
【００１９】
【課題を解決するための手段】本発明の態様１のメモリ
性液晶表示装置の駆動方法は、それぞれの液晶パネルの
行電極よりも多い駆動信号出力数を有する行ドライバに
よって液晶パネルを線順次に駆動し、一の層の液晶パネ
ルにおける行電極を駆動する一の行ドライバの駆動方向
を、一の層の液晶パネルの次層の液晶パネルにおける行
電極を駆動する他の行ドライバの駆動方向と逆にし、一
の行ドライバと他の行ドライバとの駆動信号出力配列に
おける最初の駆動信号出力から所定数の駆動信号出力お
よび最後の駆動信号出力から所定数の駆動信号出力を行
電極の駆動に使用せず、最初の駆動信号出力からの所定
数と最後の駆動信号出力からの所定数とを同じ数にする
ことを特徴とする。
【００２０】態様２のメモリ性液晶表示装置の駆動方法
は、態様１のメモリ性液晶表示装置の駆動方法におい
て、一の行ドライバと他の行ドライバとに、同一の駆動
開始タイミングを示す信号および駆動信号出力の切替を
示す信号を入力することを特徴とする。そのような駆動
方法を用いれば、１つのコントローラによって２つの行
ドライバを制御することができる。
【００２１】態様３のメモリ性液晶表示装置の駆動方法
は、態様１または態様２のメモリ性液晶表示装置の駆動
方法において、一の層の液晶パネルにおける列電極を駆
動する列ドライバへのデータ信号と、一の層の液晶パネ
ルの次層の液晶パネルにおける列電極を駆動する列ドラ
イバへのデータ信号とを、１つのデータ信号出力部から
供給することを特徴とする。そのような駆動方法を用い
れば、コントローラから液晶パネルへの配線を減らすこ
とができる。
【００２２】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図面
を参照して説明する。図１は、本発明の駆動方法を実現
するためのコントローラ４１と行ドライバ２１，２２お
よび列ドライバ３１，３２との接続の様子を示すブロッ
ク図である。図１において、黒丸印および白丸印は、液
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晶パネル１，２の第１行を示す。
【００２３】本実施の形態でも、２つの液晶パネル１，
２は、図５の（Ｂ）に示すように積層されている。よっ
て、液晶パネル１，２は、複数の行電極と複数の列電極
との間にカイラルネマチック液晶などのメモリ性液晶が
備えられたものである。また、液晶パネル１の行電極を
駆動する行ドライバ２１の駆動方向は、液晶パネル１の
下層に積層されている液晶パネル２の行電極を駆動する
行ドライバ２２の駆動方向とは逆である。例えば、行ド
ライバ２１の駆動信号出力数が２４０である場合に、液
晶パネル１の行電極を駆動する行ドライバ２１において
１番目の駆動信号出力から順に選択時の電圧レベルにす
るときには、液晶パネル２の行電極を駆動する行ドライ
バ２２において２４０番目の駆動信号出力から逆順に選
択時の電圧レベルにする。
【００２４】なお、ｘ（ｘ：例えば１～２４０）番目の
駆動信号出力とはｘ行目の行電極に接続されている駆動
信号出力である。そして、１番目の駆動信号出力から大
きい番号の駆動信号出力に向かって線順次に選択時の電
圧レベルにされる場合と、２４０番目の駆動信号出力か
ら小さい番号の駆動信号出力に向かって線順次に選択時
の電圧レベルにされる場合とでは、駆動方向が異なると
定義する。また、駆動信号出力配列とは、１番目の駆動
信号出力から最終（例えば２４０番目）の駆動信号出力
までが順に配列されている状態である。
【００２５】図１に示すように、駆動回路におけるコン
トローラ４１から、液晶パネル１，２の行ドライバ搭載
部２３，２４に搭載されている行ドライバ２１，２２に
対して、同一の駆動開始タイミングを示す信号および駆
動信号出力の切替を示す信号が供給される。例えば、駆
動開始タイミングを示す信号として、１フレームの開始
を示すＦＬＭ（ファーストラインマーカ）が供給され、
駆動信号出力の切替を示す信号として、ＬＰ（ラッチパ
ルス）が供給される。液晶パネル１の行ドライバ２１
は、ＦＬＭが入力され、次いでＬＰが入力されると、１
番目の駆動信号出力を選択時の電圧レベルにする。その
後、ＬＰが入力される毎に、選択時の電圧レベルにする
駆動信号出力を順に（番号が多い方に）ずらしていく。
液晶パネル２の行ドライバ２２は、ＦＬＭが入力され、
次いでＬＰが入力されると、最終（番号が最も多い）の
駆動信号出力を選択時の電圧レベルにする。その後、Ｌ
Ｐが入力される毎に、選択時の電圧レベルにする駆動信
号出力を順に（番号が少ない方に）ずらしていく。
【００２６】なお、液晶パネル１の行ドライバ２１と液
晶パネル２の行ドライバ２２とは同機能のものである
が、駆動方向を変える機能を有している。例えば、コン
トローラ４１から行ドライバ２１，２２の切替信号入力
端子に入力される切替信号（ローレベルまたはハイレベ
ル）に応じて、１番目の駆動信号出力から順に選択時の
電圧レベルにするのか、最終の駆動信号出力から順に選
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7
択時の電圧レベルにするのかを切り替えることができ
る。また、印刷配線板上で、行ドライバ２１，２２の切
替信号入力端子に入力される信号のレベルをローレベル
またはハイレベルに固定するようにしてもよい。
【００２７】液晶パネル１の列ドライバ搭載部３３に搭
載されている列ドライバ３１には、コントローラ４１か
ら、データ信号、データ信号のシフトを示すＣＰ（クロ
ックパルス）およびＬＰが入力される。また、入力され
るデータ信号が有効であることを示すＥＩＯ（入出力イ
ネーブル）も入力される。列ドライバ３１は、ＥＩＯが
ローレベルであるときに、入力されるデータ信号をＣＰ
に応じてシフトする。また、ＬＰに応じて、表示データ
に応じた電圧を列電極に印加する。さらに、列ドライバ
３１は、ＥＩＯの入力端子の他に、ＥＩＯ出力端子を有
している。
【００２８】液晶パネル１の列ドライバ３１と液晶パネ
ル２の列ドライバ搭載部３４に搭載されている列ドライ
バ３２とは同機能のものである。また、列ドライバ３
１，３２は、ＬＰが入力されるとＥＩＯ出力をハイレベ
ルにし、内部のデータシフト用カウンタの値を０にリセ
ットする。そして、ＥＩＯ入力がローレベルであるとき
にＣＰが所定数入力されると、ＣＰによるデータ信号の
取り込みおよびシフトを停止し、ＥＩＯ出力をローレベ
ルにする機能を有している。所定数とは、駆動信号出力
数を、入力されるデータ信号のビット数で割った値に相
当する。このような機能にもとづいて、列ドライバ３１
のＥＩＯ出力端子を列ドライバ３２のＥＩＯ入力端子に
接続することによって、列ドライバ３１に所定数のデー
タ信号を取り込ませ、続いて、列ドライバ３２に所定数
のデータ信号を取り込ませることができる。
【００２９】図２は、本発明の駆動方法を説明するため
の模式図である。図２の模式図は、液晶パネル１の第１
行の行電極と液晶パネル２の最終行の行電極とを横に並
べて配置した図に相当する。図１において、斜線部分
は、２つの液晶パネル１，２における行電極と列電極と
が配設された表示領域１１，１２を示す。また、矩形領
域５０は、２つの液晶パネル１，２の行ドライバ２１，
２２および列ドライバ３１，３２の仮想駆動領域を示
す。仮想駆動領域は、行ドライバ２１，２２および列ド
ライバ３１，３２が出力しうる駆動信号出力数に対応し
た領域である。
【００３０】図２に示すように、液晶パネル１，２の行
ドライバ２１，２２の駆動信号出力数Ｃに対して、液晶
パネル１，２の行電極数はＭである。行電極数Ｍは駆動
信号出力数Ｃよりも少なく、Ｍ＝Ｃ－２ｍを満たす。２
ｍは非表示領域（矩形領域５０から表示領域１１，１２
を除いた領域）の仮想的な行数である。すなわち、実際
には駆動されない行の数である。そして、液晶パネル１
において、行ドライバ２１の（ｍ＋１），（ｍ＋２），
・・・，（Ｃ－ｍ－１），（Ｃ－ｍ）番目の駆動信号出
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力は、それぞれ、１，２，・・・，（Ｍ－１），Ｍ行目
の行電極を駆動する。また、液晶パネル２において、行
ドライバ２２の（Ｃ－ｍ），（Ｃ－ｍ－１），・・・，
（ｍ＋２），（ｍ＋１）番目の駆動信号出力は、それぞ
れ、Ｍ，（Ｍ－１），・・・，２，１行目の行電極を駆
動する。また、行ドライバ２１は、少なくとも表示領域
１１よりも上側のｍ行の仮想的な行も駆動領域に含め
る。行ドライバ２２は、少なくとも表示領域１２よりも
下側のｍ行の仮想的な行も駆動領域に含める。
【００３１】また、液晶パネル１，２の列ドライバ３
１，３２の駆動信号出力数Ｓに対して、液晶パネル１，
２の列電極数はＮである。列電極数Ｎは駆動信号出力数
Ｓよりも少なく、Ｎ＝Ｓ－ｎを満たす。ｎは非表示領域
の仮想的な列数である。
【００３２】次に、本発明の駆動方法を図３のタイミン
グ図を参照して説明する。コントローラ４１は、列ドラ
イバ３１，３２に、ＣＰおよびＬＰを与える。また、列
ドライバ３１，３２にデータ信号（ＤＡＴＡ）を与え、
列ドライバ３１にＥＩＯを与える。表示データの書き込
み時に、コントローラ４１は、ＥＩＯをローレベルに設
定する。そして、列ドライバ３１は、ＥＩＯがローレベ
ルである間、ＣＰに同期してＤＡＴＡを取り込み、内部
でＤＡＴＡをシフトする。なお、図３の（Ａ）に示すＤ
ＡＴＡは、液晶パネル１の列ドライバ３１に入力される
データ信号である。
【００３３】また、液晶パネル２の列ドライバ３２のデ
ータ信号の取り込みは、列ドライバ３１のＥＩＯ出力に
よって制御される。
【００３４】コントローラ４１は、ＬＰを出力すると、
図３の（Ａ）に示すように、液晶パネル１の列電極に印
加される電圧レベルに対応したＤＡＴＡをＣＰに同期し
て出力する。そして、列電極数Ｎ分のＤＡＴＡを出力す
ると、次いで、ｎ（＝Ｓ－Ｎ）個のダミーデータを出力
する。さらに、液晶パネル２の列電極に印加される電圧
レベルに対応したＤＡＴＡとｎ個のダミーデータを出力
する。
【００３５】列ドライバ３１は、駆動信号出力数Ｓ分の
ＤＡＴＡとダミーデータとを入力すると、ＥＩＯ出力を
ローレベルにする。列ドライバ３１のＥＩＯ出力は列ド
ライバ３２のＥＩＯ入力端子に入力されるので、この時
点から、列ドライバ３２は、ＣＰに同期してＤＡＴＡを
取り込む。また、コントローラ４１は、列ドライバ３１
がＥＩＯ出力をローレベルにする時点から、液晶パネル
２の列電極に印加される電圧レベルに対応したＤＡＴＡ
をＣＰに同期して出力する。そして、列電極数Ｎ分のＤ
ＡＴＡを出力すると、続いて、ｎ個のダミーデータを出
力する。
【００３６】列ドライバ３２が液晶パネル２の列電極に
印加される電圧レベルに対応したＤＡＴＡおよびダミー
データを入力完了した時点では、列ドライバ３１には、
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9
液晶パネル１の列電極に印加される電圧レベルに対応し
たＤＡＴＡおよびダミーデータが残っている。そして、
列ドライバ３１，３２は、ＬＰに同期して、取り込んだ
ＤＡＴＡに対応したレベルの電圧を列電極に印加する。
【００３７】コントローラ４１は、図３の（Ｂ）に示す
ように、１フレームの開始時にＦＬＭを出力したら、行
電極の選択期間を周期としてＬＰを出力する。液晶パネ
ル１，２の行ドライバ２１，２２は、ＬＰを入力する度
に、選択時の電圧レベルを出力する駆動信号出力を線順
次に切り替える。すなわち、選択する駆動信号出力を線
順次に切り替える。
【００３８】液晶パネル１の行ドライバ２１の駆動信号
出力配列における最初のｍ行分（最初に選択されるｍ行
分）の駆動信号出力は行電極に接続されていない。例え
ば、行ドライバ２１，２２の駆動信号出力数Ｃが２４０
であって、液晶パネル１，２の行電極数Ｍが２００の場
合、１～２０番目の駆動信号出力は行電極に接続されて
いない。また、液晶パネル２の行ドライバ２２の駆動信
号出力配列における最後のｍ行分（最初に選択されるｍ
行分）の駆動信号出力は行電極に接続されていない。例
えば、行ドライバ２１，２２の駆動信号出力数Ｃが２４
０であって、液晶パネル１，２の行電極数Ｍが２００の
場合、２２１～２４０番目の駆動信号出力は行電極に接
続されていない。
【００３９】非表示領域に対応する最初の（ｍ－１）の
行選択期間に関して、列ドライバ３１，３２の駆動信号
出力レベルは任意のレベルでよい。従って、コントロー
ラ４１は、その期間では、列ドライバ３１，３２にＤＡ
ＴＡを取り込ませる必要はない。コントローラ４１は、
最初の（ｍ－１）の行選択期間に関して、例えばＥＩＯ
をハイレベルにしたり、列ドライバ３１，３２にＣＰを
供給しないようにすることによって、列ドライバ３１，
３２にＤＡＴＡを取り込ませないようにすることができ
る。その場合、列電極への出力電圧レベルは、最後に列
ドライバ３１，３２に取り込まれたＤＡＴＡに応じたレ
ベルになる。なお、行ドライバ２１，２２の最初に選択
されるｍ行分の駆動信号出力は行電極に接続されていな
いので、コントローラ４１が、最初の（ｍ－１）の行選
択期間でも列ドライバ３１，３２にＤＡＴＡを取り込ま
せるようにしても問題はない。そして、コントローラ４
１は、ｍ個目のＬＰを出力する時点で、図３の（Ａ）に
示すようにＤＡＴＡおよびダミーデータ等を出力する。
図３の（Ａ）に示す制御は、（ｍ＋Ｍ）個目のＬＰが出
力されるまで継続する。
【００４０】そして、コントローラ４１は、（ｍ＋Ｍ）
個目のＬＰを出力すると、次フレームについて、図３に
示す制御を行う。なお、本実施の形態の液晶パネル１，
２は、複数の行電極と複数の列電極との間にメモリ性液
晶が備えられたものである。すなわち、液晶パネル１，
２は、連続した走査が行われなくても、書き込まれた表
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示データは消去されない。従って、１フレームの表示デ
ータの書き込みが終了すると、次フレームについての表
示データの書き込みが直ぐには行われない場合もある。
【００４１】図２に示すように、本実施の形態では、同
一構造の２つの液晶パネル１，２を含み、一の層の液晶
パネル１と次層の液晶パネル２とが積層された液晶表示
装置を、行電極数が行ドライバ２１，２２の駆動信号出
力数Ｃと同じで、列電極数が列ドライバ２１の駆動信号
出力数Ｓと列ドライバ２２の駆動信号出力数Ｓとの和に
相当する１つの仮想駆動領域を駆動することができる。
従って、２つの液晶パネル１，２を駆動する際に、１つ
のコントローラ４１を用いて駆動することができる。ま
た、液晶パネル１，２の構造、例えば行ドライバ搭載部
２３，２４や列ドライバ搭載部３３，３４の形状を変え
る必要はない。
【００４２】また、液晶パネル１の行電極を駆動する行
ドライバ２１の駆動方向を、液晶パネル２の行電極を駆
動する行ドライバ２２の駆動方向と逆にし、行ドライバ
２１と行ドライバ２２との駆動信号出力配列における最
初の駆動信号出力からｍ個の駆動信号出力および最後の
駆動信号出力からｍ個の駆動信号出力を行電極の駆動に
使用しないように構成されている。従って、液晶パネル
１，２に表示データを書き込む際に、いずれの時点でも
同一行に対して書き込みが行われるようになり、表示デ
ータ書き込み時の表示が見苦しくなることはない。
【００４３】さらに、コントローラ４１から液晶パネル
１，２へのＤＡＴＡを伝達するためのデータ線を共用す
ることができる。図４は、本実施の形態の比較例を示す
ブロック図である。図４に示すように、列ドライバ３
１，３２に対してそれぞれＤＡＴＡを供給するように構
成すると、２つのコントローラ４１，４２を設ける必要
がある。従って、列ドライバ３１，３２に対してそれぞ
れＤＡＴＡを供給するように構成したのでは駆動回路が
高価になってしまう。また、１つのコントローラから列
ドライバ３１，３２対して、それぞれＤＡＴＡを供給す
るように構成した場合でも、一般にデータ線は４ビット
または８ビット程度あるので、コントローラ側から液晶
パネル側に至る配線数が倍になってしまう。その結果、
液晶パネルの組み立てに要する費用が高くなってしま
う。しかし、本実施の形態では、コントローラ４１から
は、列ドライバ３１へのＤＡＴＡと列ドライバ３２への
ＤＡＴＡとが共通の配線によって出力される。従って、
データ信号出力部としてのコントローラ４１から液晶パ
ネル１，２に対する配線数は増えない。
【００４４】なお、本実施の形態では、２つの液晶パネ
ル１，２を積層した場合を示したが、行ドライバ搭載部
および列ドライバ搭載部を液晶パネルに裏面の印刷配線
板に接続できるのであれば、積層される液晶パネルは３
つ以上であってもよい。３つ以上の液晶パネルを積層す
る場合でも、積層された各液晶パネルを、行電極数が各
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行ドライバの駆動信号出力数と同じで、列電極数が各列
ドライバの駆動信号出力数の和に相当する１つの仮想駆
動領域を駆動することができる。従って、３つ以上の液
晶パネルを駆動する際に、１つのコントローラを用いて
駆動することができる。また、表示データを書き込む際
に表示が見苦しくなることはない。
【００４５】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明によれ
ば、表示データ書き込み時の見苦しさを低減することが
できるとともに駆動回路を安価に構成することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明の駆動方法を実現するためのコントロ
ーラと行ドライバおよび列ドライバとの接続の様子を示
すブロック図。
【図２】  本発明の駆動方法を説明するための模式図。*
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*【図３】  本発明の駆動方法を示すタイミング図。
【図４】  比較例を示すブロック図。
【図５】  液晶パネルの積層方法および走査方向を示す
説明図。
【図６】  従来の駆動方法による走査の仕方を示す説明
図。
【符号の説明】
１，２    液晶パネル
１１，１２  表示領域
２１，２２  行ドライバ
２３，２４  行ドライバ搭載部
３１，３２  列ドライバ
３３，３４  列ドライバ搭載部
４１      コントローラ
５０      矩形領域（仮想駆動領域）

【図１】 【図２】

【図４】 【図６】
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【図５】
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